
 

 

 

 

令 和 ７ 年 度 

 

八代市議会建設環境委員会記録 
 

 

 

 

 

 

審 査 ・ 調 査 案 件  

 

１．６月定例会付託案件 …………………………… １ 

１．所管事務調査 ……………………………………１７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 6 月 1 8 日（水曜日）



 

－1－

建設環境委員会会議録 

 

令和７年６月１８日 水曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時３７分閉議（実時間６８分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第４２号・令和７年度八代市一般会計

補正予算・第２号（関係分） 

１．議案第５３号・市道路線の認定について 

１．議案第５１号・専決処分の報告及びその承

認について（令和７年度八代市下水道事業

会計補正予算・第１号） 

１．議案第４６号・専決処分の報告及びその承

認について（令和６年度八代市下水道事業

会計補正予算・第３号） 

１．議案第６０号・八代市下水道条例等の一部

改正について 

１．陳情第４号・有料ごみ袋の価格引き下げに

ついて 

１．所管事務調査 

・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

・生活環境に関する諸問題の調査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  橋 本 幸 一 君 

副委員長  友 枝 和 也 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  橋 本 貴 喜 君 

委  員  堀   徹 男 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 建設部長       涌 田 直 美 君 

  建設部次長     蓑 田 正 樹 君 

  土木課長      髙 田 裕 樹 君 

  理事兼下水道建設課長 一 美 晋 策 君 

  下水道総務課長   山 本 康 博 君 

  下水道総務課主幹兼経営係長 中 尾 賢 太 君 

 市民環境部 

  循環社会推進課長  古 田 和 弘 君 

                              

○記録担当書記     栗 山 大次郎 君 

 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（橋本幸一君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）それでは定刻となり、定足数に達しまし

たので、ただいまから建設環境委員会を開会い

たします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

 なお、令和２年７月豪雨並びに企業誘致用地

及び新八代駅周辺整備に関する予算、事件、条

例案等につきましては、特別委員会に付託とな

りますので、御承知おき願います。 

                              

◎議案第４２号・令和７年度八代市一般会計補

正予算・第２号（関係分） 

○委員長（橋本幸一君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第４２号・令和７年度八代市一般会計補

正予算・第２号中、当委員会関係分を議題とし、

歳出の第７款・土木費について、建設部から説

明願います。 

○建設部長（涌田直美君） 皆様、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）建設部長の涌田でございます。 

 本委員会に付託されました議案のうち、議案

第４２号・令和７年度八代市一般会計補正予
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算・第２号中、建設部所管分につきまして、蓑

田建設部次長が説明いたしますので、よろしく

お願いいたします。 

○建設部次長（蓑田正樹君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

建設部の蓑田でございます。よろしくお願いい

たします。 

 着座にて説明いたします。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○建設部次長（蓑田正樹君） それでは、議案

第４２号・令和７年度八代市一般会計補正予算

書・第２号をお願いいたします。 

 １４ページをお開きいただき、中段の表を御

覧ください。 

 款７・土木費、項２・道路橋梁費、目２・道

路維持費は補正額２２４５万円を増額補正し、

７億３０６２万１０００円としております。 

 財源の内訳につきましては、国庫支出金が１

１２２万５０００円、地方債が１１２０万円で、

補正額の内訳は、節１４・工事請負費でござい

ます。 

 別冊の委員会資料、議案第４２号・建設部所

管分の３ページを御覧ください。 

 道路維持事業は、市道の円滑で安全な交通機

能を確保するため、舗装補修やのり面対策など

の工事を行っています。 

 本年度は、黒字で示す７路線について補修工

事を実施することとしておりましたが、今回、

防災・安全交付金などの国の内示額が、当初予

定よりも増額されたため、緊急性などを考慮し、

赤字で示す内容について、工事に要する経費を

補正するものでございます。 

 以上、議案第４２号・令和７年度八代市一般

会計補正予算・第２号のうち、本委員会に付託

されました建設部所管分についての説明を終わ

ります。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（堀 徹男君） 参考までに聞かせくだ

さい。 

 工事の箇所が、山間部に多いかなというふう

に見えるんですけど、災害のあって、急いでや

ってくださいって、陳情とかお願いが出てた部

分かなと思うんですけど、そうなのかなという

のとですね、防災・安全交付金と道整備交付金

の、その割合というのをちょっと教えてもらえ

れば。 

○土木課長（髙田裕樹君） 土木課の髙田です。

よろしくお願いいたします。 

 委員御質問の、まず要望箇所関係で、防災の

対策を箇所としてあるかという質問ですけども、

一応基本的には、地元要望を含めたところで安

全対策の事業として進めております。 

 もう一つが、防災・安全交付金と道整備交付

金の割合ということなんですけども、こちらの

図の中の、坂本地区の合志野・中鶴線ですね、

こちらが防災・安全交付金でございまして、ほ

かの路線については道整備交付金となっており

ます。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） 分かりました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） ないようでしたら、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４２号・令和７年度八代市一般会計補

正予算・第２号中、当委員会関係分については、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 
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○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時０５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時０６分 本会） 

◎議案第５３号・市道路線の認定について 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 まず、議案第５３号・市道路線の認定につい

てを議題とし、説明を求めます。 

○土木課長（髙田裕樹君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

土木課の髙田でございます。 

 議案第５３号・市道路線の認定についてを説

明いたします。 

 着座にて説明させていただいてよろしいでし

ょうか。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○土木課長（髙田裕樹君） それでは、議案書

によって説明をさせていただきます。 

 まず、議案書の８３ページをお開きくださ

い。 

 今回、認定をお願いする路線は、路線番号２

４３７号、蛇籠町２号線でございまして、起点

と終点につきましては、表にお示ししていると

おりでございます。 

 市道路線の認定につきましては、道路法第８

条第２項の規定により、議会の議決を得る必要

がありますことから、今回提案させていただい

たものでございます。 

 続きまして、議案書の８４ページに認定路線

の位置図を示しておりますので、御確認くださ

い。 

 この蛇籠町２号線につきましては、これまで

国土交通省の堤防管理用道路として利用されて

おりましたが、近年、沿線住民の生活や公園利

用による通行が増加してきたことから、国土交

通省から、市道として管理できないかとの申出

を受けて協議をしておりました。 

 市道としての管理に向けては、今回、老朽化

していた部分の舗装補修も完了し、路面の状態

も市道として管理できる良好な状態であると確

認したことから、地図に記載している箇所を市

道として認定するものでございます。 

 以上で、議案第５３号・市道路線の認定につ

いての説明を終わります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 今、延長はどれぐら

い。書いてないもんね。 

○土木課長（髙田裕樹君） 延長のほうはです

ね、６３３メートルでございます。 

○委員長（橋本幸一君） 山本委員、よろしい

ですか。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにありません

か。 

○委員（堀 徹男君） もう随分前から市道だ

ったんだろうなと思ってたんですけど、市道じ

ゃなかったということで、堤防の管理道路とい

うことで、要は市道にする部分はもうその天端

だけですよね、確か。のり面を含めた部分とい

うのは、そのまま国交省の管理になるというふ

うに以前聞いたかと思うんですけど。 

 一旦、市道に認定して管理する場合に、その

のり面等との管理の絡みですよね。なかなか国

交省管理の道路というのは簡単に手を出せない

という、結構のり面、危なそうだというところ

もあるじゃないですか。そこら辺の含みでの協

議というのも、十分できていますかね。 

○土木課長（髙田裕樹君） 今回ですね、一

応、位置図のほうで御説明しますと、この赤い
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路線が、左側に書いてある川の交流広場という

のがございますけども、こちらの、のりの下の

ほうの道路になりまして、上のほうの前川沿い

の道路については、そのまま国土交通省の管理

になります。 

 今回、認定を受けさせていただくのは、のり

の下側ですね、堤防の下側の道路のほうになり

まして、のり面と、あと上の前川沿いの管理用

道路は、引き続き国土交通省の堤防の管理とし

て、そのままさせていただくということで、管

理区分を分けております。 

○委員（堀 徹男君） 分かりました。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに質疑はありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５３号・市道路線の認定については、

可決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

案は可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時１０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１１分 本会） 

◎議案第５１号・専決処分の報告及びその承認

について（令和７年度八代市下水道事業会計補

正予算・第１号） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第５１号・令和７年度八代市下水

道事業会計補正予算・第１号に係る専決処分の

報告及びその承認についてを議題とし、説明を

求めます。 

○理事兼下水道建設課長（一美晋策君） 皆さ

ん、おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり）下水道建設課の一美でご

ざいます。よろしくお願いいたします。着座に

て説明させていただいてよろしいでしょうか。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○理事兼下水道建設課長（一美晋策君） 議案

書の６５ページをお願いいたします。 

 議案第５１号につきましては、令和７年４月

２８日に専決処分を行いました令和７年度八代

市下水道事業会計補正予算・第１号について、

報告と承認を求めるものでございます。 

 それでは、補正予算書の６９ページをお願い

いたします。 

 第２条の業務の予定量におきまして、主要な

建設改良事業管渠施設整備費で３２６９万８０

００円を追加し、補正後の額を１１億４２２０

万３０００円としております。 

 次に、第３条の資本的収入及び支出では、当

初予算における第４条本文括弧書き中に記載し

ておりました、資本的収入額が資本的支出額に

対して不足する額及びその補填財源につきまし

て、今回の補正により変更となったものを改め

ますとともに、資本的収入及び支出額を次のと

おり補正するものとしております。 

 まず、収入では第１款・資本的収入に、企業

債で１６３０万円、補助金で１６３４万９００

０円をそれぞれ追加し、補正後の資本的収入の

総額を２３億８９０５万５０００円としており

ます。 

 ７０ページをお願いいたします。 

 支出につきましては、第１款・資本的支出の

建設改良費で、３２６９万８０００円を追加し

まして、資本的支出の補正後の総額を３３億７

２３０万５０００円としております。 

 なお、補正額の内容につきましては、後ほど
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説明させていただきます。 

 次に、第４条企業債では、資本的収入におけ

る企業債の増額に伴い、起債の借入限度額の変

更を行っております。 

 次の７１ページから７７ページにつきまして

は、説明を割愛させていただきます。 

 ７８ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出の明細でございます。 

 まず、収入につきましては、款１・資本的収

入、項１・企業債、目１・企業債で、１６３０

万円を追加しまして、補正後の額を１３億６０

００万円としております。 

 次に、項２・補助金、目１・国庫補助金で１

６３４万９０００円を追加しまして、補正後の

計を５億６８８３万２０００円としております。 

 支出につきましては、款１・資本的支出、項

１・建設改良費、目１・管渠施設整備費で３２

６９万８０００円を追加しまして、補正後の計

を１１億４２２０万３０００円としております。 

 補正額の内容としましては、下水道管路全国

特別重点調査に要する経費としまして、委託料

３２６９万８０００円を予定しております。 

 次の７９ページにつきましては、説明を割愛

させていただきます。 

 続きまして、事業の内容についてであります

が、右肩に、委員会資料、令和７年６月１８日

建設環境委員会、議案第５１号、建設部下水道

建設課とあります資料、――よろしいでしょう

か、に基づき説明をいたします。 

 ３ページを御覧ください。 

 まず、概要としまして、令和７年１月２８日、

埼玉県八潮市で下水道管路が起因と考えられる

道路陥没事故が発生しました。国土交通省水管

理・国土保全局では、今後、下水道などの劣化

の進行が予測される中、同様の事故を未然に防

ぎ、国民の安心・安全が得られるよう、全国で

大口径かつ古い下水道管路を対象とした調査を

行うとともに、調査結果を踏まえ、緊急改築を

実施することとされました。詳細につきまして

は、５ページの国土交通省事務連絡のとおりで

あります。 

 これを受けまして、今回、本市で対象の下水

道管路（雨水・汚水）の調査を行うものであり

ます。 

 次に、専決理由でありますが、今回の調査対

象は、管径２メートル以上かつ整備後３０年以

上を経過している雨水・汚水管路で、当該管路

の延長は約８キロメートルございます。調査内

容としましては、潜行目視やテレビカメラによ

るもので、その結果が諸条件に該当した場合に

おきましては、８月までに熊本県への報告を義

務づけられておりまして、それ以外の場合は令

和７年度中の報告となっております。また、県

内５自治体も対象となっておりまして、調査を

行う実績のある業者が少なく、他自治体も早期

発注を行うことが見込まれますことから、調査

の実施業者の確保が急務となっております。 

 このようなことから、４ページにありますよ

うに、令和７年４月７日に熊本県より内示があ

りましたので、専決をもって業務の早期着手を

行うものであります。 

 実施方法でございますが、本調査に伴う内示

額は４ページのとおりでございます。これは、

調査委託に要する費用のほか、調査により補修

が必要となった際の補修費を含んでいるため、

満額での予算措置を依頼しております。なお、

補修が必要ない場合については、残額について

は不用としたいと考えております。 

 内示額（国費）１６３４万９０００円、要求

額（専決）といたしまして３２６９万８０００

円、国費率が２分の１でございます。うち委託

費１８５０万円、概算でございます。残額が補

修費として１４１９万８０００円となります。 

 本委員会委員の堀委員の３月定例会の一般質

問でも回答いたしましたが、当該汚水管路につ

いては、一度調査を行っており、その際、異常
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は見つかっておりません。また、雨水管路につ

いても、硫化水素ガスの発生確率が低いことか

ら、異常発見の可能性は低いものと考えており

ます。しかし、今回、調査結果に基づく補修が

必要となり、その費用が内示額を超える場合に

つきましては、単独での対応となりますことを

申し添えておきます。 

 以上、議案第５１号・令和７年度八代市下水

道事業会計補正予算・第１号に係る専決処分の

報告及びその承認についての説明を終わります。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５１号・令和７年度八代市下水道事業

会計補正予算・第１号に係る専決処分の報告及

びその承認については、承認するに賛成の方の

挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時２２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２３分 本会） 

◎議案第４６号・専決処分の報告及びその承認

について（令和６年度八代市下水道事業会計補

正予算・第３号） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４６号・令和６年度八代市下水

道事業会計補正予算・第３号に係る専決処分の

報告及びその承認についてを議題とし、説明を

求めます。 

○下水道総務課長（山本康博君） 下水道総務

課の山本でございます。着座にて説明をさせて

いただきます。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○下水道総務課長（山本康博君） 議案書の１

１ページをお願いいたします。 

 議案第４６号につきましては、令和７年３月

２６日に専決処分を行いました令和６年度八代

市下水道事業会計補正予算・第３号について、

報告と、その承認を求めるものでございます。 

 中身の説明に入ります前に、まず、概要につ

いて説明いたします。右肩に、委員会資料、令

和７年６月１８日、建設環境委員会、議案第４

６号、建設部下水道総務課とあります委員会資

料の２ページを御覧ください。 

 今回の補正は、令和５年度消費税の申告内容

に誤りがあったため、修正申告に基づいて算出

した差額を返納し、これに伴う延滞税を納付す

るために行ったものでございます。 

 本市下水道事業会計では、令和５年度から、

維持管理について、一般会計から移管された浄

化槽汚泥処理施設の維持管理及び汚水処理に係

る費用について、負担金として一般会計から受

け入れています。当該負担金については、消費

税の申告上、特定収入として報告を行わなけれ

ばならないところ、これが漏れていたことが判

明したため、修正申告を行い、これに伴い生じ

た消費税還付金の差額の返納と延滞税の納付を

早急に行うため、専決処分を行ったものでござ

います。 

 それでは、補正予算書の１５ページをお願い

いたします。 

 第２条の収益的収入及び支出では、第１款・

下水道事業費用、第２項・営業外費用で１８万

７０００円。第３項・特別損失で１０３４万４

０００円を追加し、下水道事業費用の補正後の
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総額を３４億６２９万２０００円としておりま

す。 

 次の１７ページから２３ページにつきまして

は、説明を割愛させていただきます。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 収益的支出の補正予算明細でございます。 

 支出のうち、款１・下水道事業費用、項２・

営業外費用、目２・雑支出では、延滞税として

１８万７０００円を追加し、項３・特別損失、

目２・過年度損益修正損では、修正申告に伴い

生じた消費税還付金の返納額として１０３４万

４０００円を追加しております。 

 以上、議案第４６号・令和６年度八代市下水

道事業会計補正予算・第３号に係る専決処分の

報告及びその承認についての説明を終わります。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（堀 徹男君） 説明資料の概要の部分

と、経緯の部分いただいたんですけど、結果的

に延滞税を支出せないかんということになって

いるということで、貴重な利用者の方の収入か

ら出すということになるわけですよね。 

 その観点からいくと、令和６年６月に行った

申告では、これが漏れていたというふうにさら

っと書いてあっとですけど、そもそも、その漏

れた理由というのが、経緯の説明の中であるよ

うな、特定収入としてね、報告をせねばならな

かったということが、その担当の方が御存じな

かったということなのかなあ、その税務のシス

テムの理解度上ですね。そこの、これが漏れて

いた理由を知りたいですけど。なぜ漏れたのか。 

○下水道総務課主幹兼経営係長（中尾賢太君） 

 下水道総務課の中尾でございます。着座にて

説明させていただきます。 

 今回、特定収入として漏れた理由というとこ

ろでございますけれども、特定収入として、ま

ず今回の負担金を報告しなければならないとい

うことについて、担当者の認識はございました。

しないといけないというところではあったんで

すけれども、今回発生しました負担金について

が、こちらの説明で、令和５年度から移管した

浄化槽汚泥処理施設の維持管理及び汚水処理に

係る負担金というところだったというところで

ございますけども、消費税の報告としましては、

令和６年度から初めて報告するようなものであ

ったということでございまして、それを報告し

なければならないという認識はあったんですけ

れども、消費税の申告の書類上でございますが、

そこの中で複雑な計算をしていく中で、そこに

数字を挙げたつもりが、結果の中に反映できて

いなかったというところで、今回の漏れが生じ

たというところでございます。 

 以上、お答えとさせていただきます。 

○委員（堀 徹男君） 後で意見で。 

 あ、ちょっと待ってくださいね。じゃあ質問

とすればですね、税金の申告なんて非常に難し

いですよね、複雑で。よほどのプロフェッショ

ナルでもない限り、パーフェクトに税の申告が

できるというのは、なかなか難しいと思うんで

すよ。そういった専門の担当される経理の方は、

どれぐらい深く学んでいる方がいらっしゃるん

ですかね。皆さん、一般職の方々が、たまたま

下水道総務課で、こういった会計を扱うことに

なっただけなのかなと思うんですけど。 

○下水道総務課主幹兼経営係長（中尾賢太君） 

 この業務に携わる担当者としましては、税の

専門というわけではなくて、下水道総務課のほ

う、こちらの係に配属された者が勉強しながら、

報告をしていくというところでございます。 

 今回報告した担当としましては、担当係に配

属されまして２年目というところで、そういっ

た職員が担当したというところでございます。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。 



 

－8－

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（堀 徹男君） 結果的に、延滞税とい

うのはもうペナルティなんですよね。それ、貴

重な収入から出すことになるので、今伺ったよ

うな、経緯は理解しましたので、今後、再発の

ないように、しっかりとダブルチェックなり会

計の専門の方に伺うなりしていただければと思

います。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４６号・令和６年度八代市下水道事業

会計補正予算・第３号に係る専決処分の報告及

びその承認については、承認するに賛成の方の

挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。 

                              

◎議案第６０号・八代市下水道条例等の一部改

正について 

○委員長（橋本幸一君） 次に、条例議案の審

査に入ります。 

 議案第６０号・八代市下水道条例等の一部改

正についてを議題とし、説明を求めます。 

○下水道総務課長（山本康博君） 下水道総務

課の山本でございます。引き続きよろしくお願

いいたします。着座にて説明をさせていただき

ます。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○下水道総務課長（山本康博君） 議案第６０

号・八代市下水道条例等の一部改正について説

明いたします。 

 議案書は１０１ページ、１０２ページになり

ます。 

 今回の改正につきましては、下水道法第２５

条に基づき、公共下水道の設置や管理に関し、

都道府県、市区町村が条例で定める際に必要と

なる事項を、国が技術的に助言するために定め

た標準下水道条例が改正されたことに伴い、同

条例を引用しております八代市下水道条例、八

代市農業集落排水処理施設条例及び八代市公共

浄化槽条例を改正するものです。 

 改正の内容といたしましては、令和６年１月

に発生した能登半島地震では、多くの家屋で排

水設備等が破損したことや、指定工事店自身も

被災したことにより、排水設備等の新設等の工

事を行うことができる指定工事店が不足したこ

とから、災害その他の非常の場合において、八

代市長が、他の市町村長の指定を受けた指定工

事店に工事を行わせる必要があると認めるとき

は、他の市町村長の指定を受けた指定工事店で

あっても工事を行わせることを可能とするもの

です。 

 以上、議案第６０号・八代市下水道条例等の

一部改正についての説明を終わります。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。

よろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第６０号・八代市下水道条例等の一部改

正については、原案のとおり決するに賛成の方

の挙手を求めます。 
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（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 小会いたします。 

（午前１０時３４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３５分 本会） 

◎陳情第４号・有料ごみ袋の価格引き下げにつ

いて 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、請願・陳情の審査に入ります。 

 今回、当委員会に付託となっておりますのは、

新規の陳情１件です。 

 それでは、陳情第４号・有料ごみ袋の価格引

き下げについてを議題といたします。 

 要旨は文書表のとおりですが、念のため書記

に朗読いたさせます。 

（書記、朗読） 

○委員長（橋本幸一君） 参考資料は文書表に

記載のとおりとなっておりますので、そちらを

御確認ください。 

 陳情についての御意見等ございませんか。 

○委員（橋本貴喜君） 執行部の説明を求めた

いと思います。 

○委員長（橋本幸一君） ただいま、本件に関

して執行部に説明を求めるとの意見が出ました

が、本件について執行部から説明を求めること

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 御異議なしと認め、

執行部に説明を求めることといたします。 

 小会いたします。 

（午前１０時３７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４１分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 それでは、本件に関し、執行部からの説明を

求めます。 

○委員（橋本貴喜君） 本市が、この価格であ

る根拠という部分と、ほかの都市と比較して、

どういったところがその根拠になっているのか

ということを、全般的にお聞かせ願いたいと思

います。 

○循環社会推進課長（古田和弘君） まず、有

料指定袋の今の現状の根拠でございますが、ま

ず、この本市の有料指定袋につきましては、平

成１１年度から導入しておりまして、現在、約

２５年が経過しております。 

 料金につきましては、平成１１年度から改定

は行っておりませんが、根拠となりました理由

につきましては、まず、導入当初のごみ処理原

価が約１キログラム当たり１８円ということで

報告が上がっておりまして、大体、大袋が８キ

ロぐらい、当時入れるという仮定で想定してあ

りまして、８キロの１８円、約１５０円ですね、

ごみ処理原価が大袋であれば１５０円かかると

いうことでございましたので、その３分の１に

当たる約５０円、大袋、今現在５０円なんです

が、５０円をまず根拠の設定としてあるところ

でございます。 

 続きまして、県内との比較でございますが、

この陳情書に記載のとおりですね、県内であれ

ば一番高い金額の設定となっておるところでご

ざいます。 

 なお、全国の平均と比べますと、おおむね全

国平均が約４５円、大袋でなっておりますので、

ほぼ全国平均並みということで、金額のほうは

設定されております。 

 以上でございます。 

○委員長（橋本幸一君） 以上の部分について、

質疑、御意見等はございませんか。 

○委員（堀 徹男君） 少し質疑させていただ

いていいですか。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○委員（堀 徹男君） まず、質疑に入る前に、

陳情をされた方々の願意をできるだけ酌み取る
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というのは、我々議会、議員の仕事であるとい

うのと同時にですね、市全体のごみ行政にかか

るコストというようなものを把握して俯瞰で見

るのも我々の仕事であるという前提で、質問さ

せていただきたいと思います。 

 今、価格設定の根拠は、当時ね、平成１１年

からということで伺いました。これは燃えるご

みだけの処理コストというふうに、今捉えたと

ころなんですけど、本市では、ほかにも資源物

であったりとか、資源に回せない埋立てごみに

かかるコストも、総じてごみ行政のコストとし

てかかっているわけですね。 

 他市との比較の中で、燃えるごみの袋の有料

金額というのを比較するだけにとどまらず、ご

みの処理コストという観点から見た場合に、本

市での資源物、それから埋立てごみにかかって

いるコスト回収というのが、今のところないの

かな、有料でやっているところがですね、本市

としては。資源回収も無料ですよね、資源回収

に出せば。 

 トータルで、ごみの処分費にかかるコストと

いうのが、全体像で考えなきゃいけないのかな

と思うんですけど、他市ではね、その資源だっ

たり不燃物だったりも有料袋で出されていると

ころもあるというふうに聞いています。 

 そういった、本市でのごみ処理コストの全体

像という形でも説明をしていただけないかなと

思うんですけどね。 

○循環社会推進課長（古田和弘君） まず、本

市の処理コストという点で御説明させていただ

きます。 

 大きく廃棄物につきましては、燃えるごみと

燃えないごみという２種類に分かれておりまし

て、燃えないごみにつきましても、一部のもの

につきましては、資源物として回収を行ってい

るところでございます。 

 もう分かりやすく説明するために、１０キロ

単位での金額の説明ということで申し上げたい

と思いますが。 

 まず、可燃ごみにつきましては、おおむね１

０キロ当たり、現在、ごみの収集や環境センタ

ーの管理運営費等のコストも、１０キロ当たり

に換算しますと約２００円となっております。

この金額につきましては、施設の減価償却費な

どの決算額に表れない金額については含めてお

りません。おおむね可燃ごみについては２００

円かかっておりまして、大袋を例に挙げますと、

大袋、先ほど５０円の設定と申し上げましたが、

実際、ごみ袋の金額につきましては、ごみ袋本

体の金額に処理手数料の一部を市民の皆様にお

願いしているという形で金額のほうを設定して

いるところなんですが、一部の市民の負担をど

のようにするかによって、金額のほうが大きく

自治体ごとに変わっております。 

 本市の場合でありますと、平成６年度では、

大袋の作製費用と問屋や小売店への販売経費を

含めますと約３０円、１袋当たりかかっており

ますので、可燃ごみの処理経費２００円のうち

２０円が、皆様からごみ袋代として預かった処

理手数料を充当しているところでございます。 

 続きまして、資源物につきまして御説明いた

します。 

 資源物については、皆様、市民の皆様の方の

御協力により、缶、瓶などの資源物や、茶わん、

陶磁器類などの不燃物につきましても、資源の

日の無料回収を行っているところでございます。 

 委員が先ほど申し上げられましたように、自

治体によりましては、そういった不燃物や資源

物にも有料指定袋を導入し、市民負担をお願い

している自治体もございまして、そういった金

額の設定や、ごみの種類につきましては、自治

体の置かれております状況により様々であるの

が実情でございます。 

 先ほど、可燃ごみを２００円と申し上げまし

たが、資源物まで含めますと、おおむね１０キ

ロ当たり３００円というふうに、今、計算では
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なっております。 

 以上で、お答えといたします。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかによろしいです

か。 

○委員（山本幸廣君） 今、課長の説明の中で、

この陳情された方の、八代市植柳元町の森山さ

んという方なんですけども、有料ごみ袋の価格

の引下げということで、陳情の第４号の中で、

私も目を通したんですが、要は、その要旨の中

で、本市の有料ごみ袋の価格は熊本県内の他市

または人口が本市と同規模の市と比較して高額

であるということを、はっきり言って陳情の中

で、強くうたわれておるわけですよね。 

 その中で、参考資料として、八代市の人口が

１２万の中で、八代市と熊本市と宇土市、宇土

市は八代市の人口より四、五万ぐらい少ないん

ですけども、その中で、その種類からずっと見

てみますと、先ほど課長が言われたように、熊

本県内では高いと、あなたは説明されたね。全

国的には平均の価格であるということを先ほど

説明された。じゃあ、高いならばどうするかと

いうことで、この陳情された方、市民の方ので

すね、意向というのは見直しを、私は本委員と

して見直しをすべきだと思います。 

 なぜ見直しかというと、それは熊本県では高

いという中でも、高額という言葉があるように

５００円ですよ。そうすると、宇土市は３５０

円じゃないですか。いろんな条件があろうが、

有料袋という、これに問いかけておられるわけ

だから。これについては、市としては全体的に

考えなきゃいけないと思うんですけども。他市

より高いとなったならば、それは、私は見直す

べき、平成１１年から見直しを全然してないと

いう、こういう中で、いろんな方々から、私の

家内も含めてですけども、有料袋が高か高かと

いうことは、本当市民の方々から、どこからで

も聞きますよ。そういう中で、わざわざ、こう

いう陳情してこられたことについては、これこ

そ立ち止まって考えるというのが、私は執行部

としては、市としては大事じゃなかろうかなと、

そのように思いますが、いかがですか。 

○循環社会推進課長（古田和弘君） 先ほど説

明の中に、ごみ袋の制度の導入意義というのを、

私が付け加えておりませんでしたので、御説明

いたします。 

 まず、導入の目的が主に２つございます。 

 １つが、家庭ごみの減量化とリサイクルの推

進につなげることでございます。 

 当然、ごみ袋の金額、これは一般的な環境省

が出した資料から見たところなんですが、ごみ

袋の金額に比例して、ごみの減量化が進むと言

われております。 

 また、２つ目の導入意義でございますが、こ

ちらは、ごみの排出量に応じたごみ処理費用の

負担の公平性を図ること。 

 これはどういうことかと言いますと、やはり

ごみ処理につきましては、当然、多額な金額が

かかっております。その金額につきましては、

主に市民の皆様の税金により負担しているとこ

ろでございます。しかしながら、この金額につ

いて、あまり差がないということであれば、ご

みの減量化に努められる人、努められない人の

負担の公平性が図ることにはつながらないと考

えております。 

 また、１袋１０枚入りで５００円となってお

りますが、１袋当たり５０円でございます。１

０キロ当たりですね。昨年１０月から、一般ご

みの持込み処理手数料、値上げのほうを、委員

会のほうでお願いしてるところですが、そちら

は１００円から１５０円に値上げをさせていた

だいております。この陳情書にある宇土市、ご

み処理手数料につきましては、１０キロ当たり

２００円でございます。 

 このように、自治体ごとに、どのごみ処理の、
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どういった方法で市民負担を求めるかというの

は自治体の判断になりますので、当然、ごみ袋

を値下げするということであれば、その分、市

民の皆様の一般財源も使うということにつなが

るということでございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） そのね、相対的な理由

というのは、私たちはもう既に理解しとるわけ

よ。だけども、この陳情というのは、何で陳情

されたのかということなの。有料袋だけのこと

なんですよ。 

 私は、有料袋というのは、それは軽減に努力

せないかんと思うんですよ。それは何回も言っ

たことありますよね、私は。じゃあはっきり言

って、有料ごみ袋についてから、もう少し値下

げしなさいよって何回も言ったことありますよ。

そりゃ努力は、はっきり言って製造元も努力を

せないかんわけですから。それはそういうとこ

じゃなくてから、どこからでもまた、今米問題

と一緒じゃないですか。どっからでもやっぱり

安いところから仕入れてくる。そういうのは、

やっぱり検討する必要があるんじゃなかろうか

というのは私は問いたいんですよ。 

 相対的にはね、やっぱり市民から、それはも

うはっきり言って一般財源、市民の方々、税金、

血税の中で対応しているわけですから。だけど

も、有料ごみ袋といったときには、私は努力し、

それは市としても考えていかなきゃいけないと

思うんですよ。 

○委員長（橋本幸一君） 小会したいと思いま

す。 

（午前１０時５３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０５分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 それでは、何か皆さん質問、質疑等ございま

せんか。 

○委員（堀 徹男君） やっぱり、もう少しで

すね、議論を深くして、市のスタンスとかとい

うのを確認していく作業が必要だろうと思いま

す。 

 先ほども私は質問の弁から、ごみ処理に対す

るですね、コスト全般を聞いて、それから意義

というのも少しお答えいただきましたよね。 

 やっぱり一番大事なのは、この価格設定をし

ているという、本市のごみ行政に対するですね、

スタンスが明確じゃないといけないと思うんで

すよね。陳情者の方は、他市と比べてね、下げ

てくださいというのは、おっしゃるのは分かり

ます。確かに高いと言われれば高いかもしれな

いし。ただ、全体的なコストを考えて、その引

下げに対する同意を賛同するのかしないのかと

いう議論の場だと思うんですよね。 

 そこで我々が確認したいのは、この５００円

が高いのか、いやいやそうじゃないよという、

市としてのごみ行政に対するスタンス、そこを

はっきり確認させていただきたいと思います。 

○循環社会推進課長（古田和弘君） 本市のご

み処理行政に対するスタンスということでござ

いますが、今、金額のほうも、先ほど、県内で

は５００円は高いというふうにお伝えしており

ますが、私たち執行部としての考えとしては、

先ほども申し上げましたように、ごみ処理原価、

可燃ごみだけであれば１０キロ当たり２００円

かかっておるところでございます。 

 また、本市につきましては、ごみ減量化も図

り、将来的なゼロカーボンシティを目指す上で

もですね、必ずこのごみ減量化には努める必要

があると考えております。 

 そのため本市では、毎年、生ごみの減量化と

いうことで、生ごみ処理機の設置補助金やコン

ポストの購入費用について、助成金を支給する

ことで、生ごみの減量化をお願いしているとこ

ろでございますが、引き続き、申し訳ございま

せんが、この金額につきましては、私たちとし

ては、もう妥当な金額と考えておりますので、
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継続的に、この金額設定でお願いできればと考

えております。 

 以上でございます。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（山本幸廣君） 私は、今後、この陳情

された方に対しては、自分なりに、先ほどは小

会の時にも課長からも説明をいただいたんです

けども、要は有料のごみ袋に対するね、はっき

り言って、値下げをしていただきたい、引下げ

をしていただきたいという、その陳情なんです

よ。今言われたように、総合的に八代市のごみ

問題についてはですね、課長が言われたその問

題も含めて私は理解をしています。 

 ただ、他市と比べた中で、課長が冒頭説明さ

れたように県内では高いと、有料ごみ袋につい

ては。全国的には平均ということを言われたで

すね。その中で、執行部に聞きたいんですけど

も、５００円と３５０円で１５０円の差、それ

をもし引き下げた場合の、その額というのはど

れぐらいになりますか。聞かせてください。 

○循環社会推進課長（古田和弘君） 今、年間

のごみ袋の販売収入がですね、約２億円ほどご

ざいます。２億円が販売収入でございます。仮

に５００円を３５０円、約３０％削減した場合、

１億４０００万円ほどの販売収入となりまして、

実際ごみ袋の作製費用が１億２０００万円ほど

かかっておりますので、ごみ袋の販売分の黒字

額といいますか、ごみ処理費用に充てる金額と

いうのが、今現在の金額から、７０００万円か

ら１０００万円ぐらいに下がってくると。販売

収入が６０００万円ぐらい下がるという見込み

になります。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 金額的に６０億円とか

ね、６億円とかいう問題じゃないわけでしょう。

ですね。八代市の今までの、いろんなソフトな

りハードなりのことを考えたときに、事業を進

めた中で、市民の方々が、その６０００万円あ

たりの予算でですよ、もう本当に真剣に議論す

る、私は必要ないような気がしてならない。何

十億円も何百億円もかけたいろんな事業に対し

てもね、市民が本当に有料ごみ袋というのを、

やはり他市と同様な引下げをしてほしいという、

そういう私は陳情だと思うんですよ。それにつ

いては、やっぱり八代市の財政、そしてごみの

減量化も含めて、執行部は、課長が説明された

んですけども。 

 ごみの減量化とは、市民に減量化を求めてい

るんでしょうが。努力されていると、誰でもが、

この人がはっきり言って減量化に反対とか何か

言っておられる方じゃないと思いますよ。もう

そういうことを考えた中で、私はこの今の６０

００万円、数字言われたような引下げ額という

のをね、検討すれば、私は引き下げてやってい

いというふうな考えです。 

○委員（堀 徹男君） ごみ袋をですね、単価

を引き下げるということで、それも下げればね、

その分のコスト負担はどこかに生じるわけです

から、それも当然一般財源から出ると。同じ税

金がそこに投資されるわけですよね。総じたわ

けで、５００円の設定というのが、本市のスタ

ンスとしては、もう受け止めなければいけない

ということで今お伺いしましたので、あとお尋

ねするとしたら、他市の状況等も含めてね、本

市では、例えば熊本市、宇土市以外のごみ袋で

幾らぐらい、同じような４５リットル入りで５

００円相当の値段を取られているところがある

のかなとか。高い低いで言えば、高いところも

あるんじゃないかなと思うんですけど、何かそ

ういうデータをお持ちですか。 

○循環社会推進課長（古田和弘君） 先ほど熊

本市の話が出ましたが、熊本市につきましては、

本市では無料回収を行っております茶わん、ガ

ラスや小型家電についても、同じ金額で有料指

定袋を購入して、資源の収集日に出すというこ

とで、負担のほうが、当然２種類の袋を買う必



 

－14－

要がございますので、八代市の方よりも、トー

タルでどうなるかは分かりませんが、負担が生

じているというのは事実でございます。 

 本市としましては、可燃ごみの袋につきまし

ては県内では高いという金額でございますが、

市民の皆様が分別に御協力していただくことで、

資源の日に、多くの廃棄物について無料で回収

を行う、つまり無料で回収を行うということは

その分、皆様方の税金を使わせていただきまし

て廃棄物の処理に努めているところでございま

すが、負担につきましては、自治体で本当にど

の所にお金を投入するか、市民の負担をお願い

するかということで違っておりますので、そこ

ら辺はもう実情に応じた対応ということになっ

ております。 

 また、先ほど金額、袋につきまして、３割安

くすると６０００万円という減額になりますが、

私個人的な考えでございますが、金額の問題で

はないと思います。 

 ６０００万円というのは八代市の予算規模か

らいきますと、本当もう僅かな金額でございま

すが、皆様がきちんと、この有料指定袋の意義

を意識していただきまして、ごみの減量化、資

源化につなげていただくことが一番大事なこと

であると思いますので、金額につきまして、御

理解のほどお願いできればと思っております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） あなたが言うね、私は

個人的にはという言葉というのは、このような

委員会では発言しないでください。 

 これがですね、陳情に対する、左右するよう

な、あなたの言葉というのはね、大変な今のは

失言と言うといかんけども、それは個人的なこ

とを、お願いしますって、これ委員会で言う、

初めてよ、執行部の課長がそういう発言したと

いうのは。それはね、課長がね、そういうこと

を言われれば、私たちは議会として、まだ言わ

なきゃいけない。 

 そりゃ我々は、やっぱり八代市の財政を見て、

市民の方々が八代市に住んでよかったなと、や

はりごみ問題、減量化が進んで、ごみ問題につ

いても大変高い評価を得とると、そういう市民

の声を代弁しながら、私たちは議員として活動

しているんですよ。それは分かったことなんで

すよ、課長がね、説明したのは。十分理解した

上での発言というのは、一つの陳情というのは、

有料ごみ袋の値下げをして引下げをしてほしい

という陳情なんですよ。検討する、検討はしな

い、そして今のような個人的な発言の中でね、

絶対しませんよと、引下げはという。そういう

発言はやめてください。 

 私としてはね、長い長い議員生活しています

けども、今の発言は初めてですけども。要は、

私たちは、これは委員長が整理をしながら議論

して、これを了とするか了としないかというの

を議論するんですよ。後は、もうはっきり言っ

てから、委員長のその裁量の中で採決を求めて

いくわけだから。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（山本幸廣君） よろしいですよ。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） 一応、１点、この陳情

文の中で、本市の人口約１２万のごみ袋の購入

価格を熊本市と宇土市と比較をされているのは、

参考資料として理解するところなんですけど、

その下の、以下八代市人口約１２万と人口が同

等の市で、水戸市と千葉市と宇都宮市って挙げ

られているんですけど、これがよく分からない

んですよね。これ、陳情文の中でどういった取

扱いをすればいいですかね。 

○委員長（橋本幸一君） 小会いたします。 

（午前１１時１６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２４分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 堀委員、先ほどの質問の続きをお願いいたし
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ます。 

○委員（堀 徹男君） 一応陳情書なので、こ

れをもとにですね、我々も議論を進めていく中

で、以下八代市人口約１２万人と人口が同等の

市ということで、水戸、千葉、宇都宮て挙げた

んですけど、人口１２万と同等というのは、資

料としては不足なので、これは委員会の審議の

中では一旦無視した形で進めてはどうかなと思

うんですけど、それで、皆さんが御不満なけれ

ばですね、上の表、――。 

○委員長（橋本幸一君） これは対象外という

ことで、皆さんの意見を伺いたいと、それでよ

ろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） これはもう参考にし

ないということで。 

 ほかにございませんか。 

○委員（橋本貴喜君） 県内の状況というか、

八代市、熊本市、宇土市の３市がメインに写っ

ていますけど、八代市が、これだけだと飛び抜

けて高いように見えるんですけど、ほかの市の

状況というのを何市か、もし八代市に近い状況

があるんであれば、お聞かせ願えればと。 

○循環社会推進課長（古田和弘君） 八代市と

ほぼ同額の設定をしてあるところが天草市がご

ざいます。天草市も大袋が５０円となっており

ます。次に、荒尾市のほうが大袋は４７円です

ね。この後に、その次の金額が熊本市、宇土

市、宇城市の３５円、最も安いところが合志

市、阿蘇市、菊池市の大袋２０円ということで

金額のほうなっております。 

 そのほか、九州圏内での八代市との同規模人

口で比較いたしますと、福岡県のほうが、ある

一定の金額が高い設定してありまして、飯塚

市、糸島市、筑紫野市、大牟田市辺りは４８円

から５０円という設定となっております。 

 以上でございます。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（橋本貴喜君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

○委員（山本幸廣君） 今、橋本委員からの質

問の中で執行部は説明されたんですけども、は

っきり言ってから、高いところ安いところ、八

代市から見たら安いところは多いですよね。安

いところはですね。それは事実ですよね。そう

なればですね、その引下げというのを検討して

いいんじゃなかろうかなというのが私の考えな

んですよ。 

 それは検討するということですから、上げな

ならんはいろんなやっぱその附帯の中で、やっ

ぱ積算をされたりなんかして、市民の方々にい

かに理解をしていただくかという、こういう陳

情があったんですけども、市民の方々には、ご

みの減量化も進めておるし、他市とはこういう

状況であったし、やはりうちとしても、今の財

政状況としてはというのは理由にならないもん

な、財政状況というのは、この金額だったら、

予算額だったらですね。だから、説得という

か、説明できるような体制を時間をかけて検討

していくと。そのようなことを、考えていただ

ければなというふうに思います。 

○委員長（橋本幸一君） 意見でよろしいです

かね。意見で。質問ですか。 

○委員（山本幸廣君） 質問ということを、

今、検討してほしいと言うのだから、検討せん

と言えばしないでいいわけですけんでから、そ

こらあたりについては、執行部として検討して

いただきたいと思います。 

○委員長（橋本幸一君） ほぼ意見は出つくし

たようでございます。ほかに何か質問ございま

すか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、この陳情

について、いかが取扱いいたしましょうか。そ

こに入りたいと思います。 
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○委員（山本幸廣君） 本委員としては、総体

的に執行部のいろんな説明いただきましたの

で、陳情の中での有料ごみ袋の価格の引下げと

いうことに対しては、私は賛成をさせていただ

きたいと、そのように思います。 

 理由については、先ほどから何回も言ってお

りますので、検討していただきたいというのを

含んでから今言っておりますので、そういうこ

とです。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。（｢意見で

すか」と呼ぶ者あり）いや、この取扱いです。

今、採択ということですか、今のこの陳情につ

いては。 

○委員（山本幸廣君） 賛成です。 

○委員長（橋本幸一君） 賛成ということで、

採択ちゅうことですね。 

○委員（山本幸廣君） 採択はもう、委員長が

言ったから採択て言えば採択。これについて、

今は賛成です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（橋本貴喜君） 私としては、審議未了

がいいのかなというふうに思っております。 

○委員長（橋本幸一君） ただいま審議未了の

案がございましたが。 

○委員（堀 徹男君） さんざん議論はした

と。執行部のごみ行政に対する思いも確認した

というところで、本来であればね、陳情書の願

意を酌んで賛成というのがですね、一番ベスト

だと、ベターだと思うんですけど、ごみ行政の

その全体像としてね、考えるときに、委員とし

ては、このコストはふさわしいのかな、相当な

のかなという思いを新たにしたところです。 

 採択しないでいいという方向性でもいいのか

なと思いますけど、今後、その議論があるとす

れば継続もあるのかな。いや、橋本委員がおっ

しゃるように審議未了にするのか。 

 しかし、審議未了というのは、これだけ議論

しておいて審議に至らなかったというのも、な

かなかどうかなというところもあって、次の

方々に引き継ぐとすれば継続にするなり、いろ

んな考えがあると。私、皆さんの考えを聞いて

みたいなと思うんですけどね、逆に。 

○委員（田方芳信君） やっぱり、いろいろお

話ありました。確かにごみ袋からいけば、買う

側としては安い、そのほうが一番ベターだと思

います。それは買う側としてはですね。でも総

合的、本当全体的に考えたときには、やはり今

の金額は妥当かなと、そういったことでござい

ます。 

○委員（友枝和也君） 私も、難しい問題です

けど、啓発とかには今の値段も妥当なのかなと

いう意見です。 

○委員長（橋本幸一君） ただいま、賛成と審

議未了、それと継続審査という、この今３案が

出ておりますが。諮りたいと思いますが、よろ

しいですか。 

○委員（山本幸廣君） 賛成というのはないん

ですよ。審議未了と継続審査かということでし

ょう。 

○委員長（橋本幸一君） 賛成じゃなかっです

か。 

○委員（山本幸廣君） 賛成の中でも、委員

長、採決するときには結局継続審査なんです

よ、私は。 

○委員長（橋本幸一君） 継続審査ですね。 

○委員（山本幸廣君） 継続審査ですよ。 

○委員長（橋本幸一君） じゃあ訂正いたしま

す。 

 継続審査か審議未了かということで諮りたい

と思います。 

○委員（堀 徹男君） 確認ですけど、採択は

なしというところでいいんですね。審議未了に

するか継続審査を諮るという。 

○委員長（橋本幸一君） 今の意見では、どち

らかです。 

 それでは、ただいま継続審査を求める意見と
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審議未了を求める意見がありますので、まず継

続審査についてお諮りいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 本陳情については、継続審査とするに賛成の

方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手少数と認め、本

件は継続審査としないことに決しました。 

 それでは採決いたします。採決は挙手により

行いますが、挙手しない者は反対とみなしま

す。 

 それでは、本陳情については、閉会中継続審

査の申出をしないこと並びに結論を得るに至ら

なかったこと、すなわち審議未了とするに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手多数と認め、本

件は審議未了とすることに決しました。 

 執行部は退室願います。 

 小会いたします。 

（午前１１時３５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３６分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎所管事務調査 

・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

・生活環境に関する諸問題の調査 

○委員長（橋本幸一君） 次に、当委員会の所

管事務調査２件を一括議題とし、調査を進めま

す。 

 当委員会の所管事務調査について、何かござ

いませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で所

管事務調査２件についての調査を終了いたしま

す。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもって建設環境委員会を散会いたしま

す。 

（午前１１時３７分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和７年６月１８日 

建設環境委員会 

委 員 長 
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